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所
信
表
明 

二
〇
二
六
年
度
自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
選
挙
所
信
表
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自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
区
分
の
立
候
補
者
は
一
名
で
す
（
定
数
一
名
） 

 

自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
候
補 

生
命
科
学
部 

新
四
回
生 

吉
田 

澪
乃
（
よ
し
だ 

み
お
の
） 

こ
の
度
、
二
〇
二
六
年
度
自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
、
生
命
科
学
部

四
回
生
の
吉
田
澪
乃
と
申
し
ま
す
。
本
所
信
表
明
で
は
、
立
候
補
に
至
っ
た
経
緯
と
、
来
年
度
の
自

治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
と
し
て
の
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  【
こ
れ
ま
で
の
経
験
】 

 

一
回
生
か
ら
執
行
委
員
と
し
て
活
動
に
参
画
し
、
一
回
生
の
十
一
月
か
ら
一
年
三
ヶ
月
委
員
長
を

務
め
ま
し
た
。
自
治
会
の
活
動
を
あ
ま
り
把
握
し
て
い
な
い
状
態
で
委
員
長
に
な
る
こ
と
が
決
定
し

不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
全
学
自
治
会
主
催
の
対
面
の
自
治
会
会
議
に
参
加
し
、
別
学

部
の
自
治
会
で
活
動
し
て
い
る
同
期
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
自
治
会
で
の
活
動
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
、
五
者
懇
談
会
ま
で
の
道
の
り
や
そ
の
他
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
の
方
向
性
が
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
二
回
生
の
二
月
か
ら
全
学
自
治
会
に
も
所
属
し
、
生
命
科
学
部
自
治
会
の
委
員
長
と
し
て

自
治
会
を
導
く
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
全
学
自
治
会
の
執
行
委
員
と
し
て
自
治
会
の
支
援
を
行
う
立
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場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
他
学
部
の
自
治
会
の
活
動
内
容
や
工
夫
方
法
を
把
握
し
、
生
命
科

学
部
自
治
会
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
自
治
会
同
士
の
繋
が
り
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
や
り
が

い
が
向
上
し
、
自
治
会
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て

見
え
る
可
能
性
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。 

 

三
回
生
で
は
全
学
自
治
会
の
会
計
部
長
と
し
て
、
計
五
学
部
の
自
治
会
を
担
当
し
、
全
学
自
治
会

規
約
の
改
正
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は2

0
2

5

年
度
の
全
学
自
治
会
委
員
長
か
ら
推
薦

を
受
け
、
自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
代
行
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
方
向
性
】 

 

私
は
自
治
会
連
合
会
執
行
委
員
長
と
し
て
以
下
の
四
点
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

① 

初
年
次
担
当
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
、
学
部
自
治
会
支
援
体
制
の
改
善 

 

各
学
部
自
治
会
に
お
い
て
は
、
執
行
委
員
会
と
オ
リ
タ
ー
団
と
の
連
携
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
状
況
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
治
会
連
合
会
に

お
け
る
初
年
次
担
当
と
執
行
委
員
会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
し
、
学
部
自
治
会
の
執
行
委
員
会

と
オ
リ
タ
ー
団
と
の
関
係
性
の
改
善
を
後
押
し
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
初
年
次
担
当
と
の
定
期
的
な
情
報
共
有
を
通
じ
て
、
各
学
部
の
オ
リ
タ
ー
団
の
状
況
や
課

題
を
把
握
し
た
上
で
三
役
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
学
部
自
治
会
内
に
お
け
る
組
織
間
連
携
を
促

進
し
、
初
年
次
施
策
が
よ
り
円
滑
に
進
む
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。 



3 

 

 
② 
執
行
委
員
が
成
長
で
き
る
環
境
の
構
築 

 

前
年
度
ま
で
の
全
学
自
治
会
で
は
、
執
行
委
員
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
頼
っ
た
運
営
を
行
な
っ
て
お
り
、

各
執
行
委
員
の
や
る
気
や
技
量
に
よ
っ
て
担
当
学
部
へ
の
支
援
の
あ
り
方
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
加
え
、
自
治
会
連
合
会
で
は
、
前
年
度
ま
で
の
全
学
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
と
異
な
り
、

自
治
会
三
役
経
験
者
や
全
学
自
治
会
経
験
者
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
状
況
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
治
会
連
合
会(

元
全
学
自
治
会)

の
執
行
委
員
個
人
に
頼
っ
た
運
営
方
法
を

見
直
す
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
執
行
委
員
が
業
務
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
ず
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
自
治
会
連
合
会
を
単
な
る
業
務
遂
行
の
場
で
は
な
く
執
行
委
員
自
身

が
実
務
を
通
し
て
成
長
で
き
る
場
へ
と
位
置
付
け
直
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
各
学
部
の
自
治
会
の
三
役
のL

IN
E

グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
全
学
自
治
会
で
の
活

動
経
験
者
が
実
際
に
各
学
部
自
治
会
と
の
連
絡
を
行
う
様
子
を
間
近
で
見
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
業

務
の
流
れ
や
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
践
的
に
学
べ
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
そ
の
後
、
執
行
委
員
が

主
体
と
な
っ
て
連
絡
業
務
を
担
当
し
、
経
験
者
が
そ
の
内
容
や
判
断
を
確
認
・
補
助
す
るO

JT

形

式
で
の
運
用
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
失
敗
を
過
度
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
挑
戦
で
き
る
環
境
を

整
え
、
執
行
委
員
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
支
援
し
ま
す
。 

 

③ 

自
治
会
の
状
況
把
握
手
段
の
変
更 

 
2

0
2

4

年
度
・2

0
2

5

年
度
に
実
施
し
て
い
た
「
全
学
部
に
担
当
者
を
配
置
す
る
体
制
」
は
、
執
行

委
員
一
人
ひ
と
り
が
一
定
以
上
の
全
学
自
治
会(

現
自
治
会
連
合
会)

で
の
経
験
を
得
て
い
る
必
要
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が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、2

0
2

6

年
度
の
全
学
自
治
会(

現
自
治
会
連
合
会)

経
験
者
が
限
ら

れ
て
い
る
状
況
で
は
、
担
当
者
の
教
育
に
係
る
業
務
負
担
が
経
験
者
に
偏
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。 

 

こ
の
課
題
に
対
し
て
、
今
後
は
支
援
の
在
り
方
を
一
律
に
定
め
る
の
で
は
な
く
、
各
学
部
自
治
会

の
状
況
に
応
じ
て
支
援
内
容
を
柔
軟
に
設
計
す
る
体
制
へ
と
転
換
し
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、G

o
o

g
le

フ
ォ
ー
ム
を
用
い
て
各
学
部
自
治
会
の
現
状
や
困
り
ご
と
を
定
期
的
に

収
集
し
、
そ
の
情
報
を
基
に
必
要
な
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
人
的
資

源
の
中
で
も
、
最
低
限
の
労
力
で
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
支
援
を
実
現
し
ま
す
。 

 

④ 

戸
惑
い
を
軽
減
す
る
情
報
提
供
体
制
の
構
築 

 

各
学
部
自
治
会
の
三
役
に
お
い
て
は
、
学
友
会
の
慣
例
や
過
去
の
議
論
経
緯
が
分
か
ら
ず
、
活
動

の
中
で
戸
惑
い
を
抱
え
る
場
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
自
ら
積
極
的

に
情
報
を
探
し
に
行
か
な
く
と
も
、
必
要
な
知
識
に
自
然
と
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
各
学
部
自
治
会
の
三
役
が
参
加
す
るL

IN
E

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
定
期
的
に
コ

ラ
ム
形
式
で
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
前
年
度
の
全
学
議
論
の
内
容
や
そ
の
帰
着
点
、
学
友
会
活
動

に
お
け
る
典
型
的
な
事
例
等
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
断
片
的
で
は
な
く
文
脈
を
持
っ
て
知
識
を
得
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
活
動
の
中
で
生
じ
る
不
安
や
戸
惑
い
を
軽
減
し
、
三

役
が
自
信
を
持
っ
て
意
思
決
定
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。 
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投
開
票
日 

二
〇
二
六
年
二
月
一
七
日 

立
命
館
大
学
学
友
会
中
央
選
挙
管
理
委
員
会 


